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校

舎

は

鉄

筋

来春四月

かと工よい行填日三たれ進計てにの関そ校木しでの月昨
つり事建よわ祭に十がてめ画ー建よ努係のは小た焼大十年
たかに築いれが地一、いらが築つ力者後、学村失火日九

予定成のew 
y巴

(昭総理旬開) 負
第三種郵便物認可) J.R 

、 ・とらではを村次で四明三六総
ーで七建ク校倍坪失、建なベ焼約見木にす月る階十工
階、三-!)舎にに前一物って失三ま小新。のい建余費
は 、棟トはな比面六面で.約前、す学し 完校の万は
九 四九ー造鉄りし積一積しァー敷三と .校く 成舎近円七
二 O竺り筋まー八坪はま、他 O モので のは代で千
八 平て三コす、七で約す六に O敷概き 予-来的鉄三
、 米九階 γ 。三四焼ー。倍く坪地要る ~ 定春な筋百

(1) 

総

工

費

七

千

三

百

余

万

円

で

九
六
平
米

二
階
は
九
八
六
、
八
四
平
米

三
階
は
九
八
六
、
八
四
平
米

屋

階

七

O
、
七
六
平
米

と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
、
一
般
教
室
一
八
教

室
、
特
別
教
室
は
家
庭
室
、
理

科
室
、
図
工
室
、
音
楽
室
、
図

書
室
の
五
教
室
だ
他
に
給
食
室

保
健
室
、
放
送
室
、
補
導
室
、

教
具
室
、
R

職
員
室
、
宿
直
室
、
応

接
室
、
使
丁
室
等
各
一

室
が
あ

り
、
玄
関
は
三
ケ
所
に
あ
り
ま

す
。
校
舎
は
通
風
採
光
等
に
充

分
意
を
用
い
、
特
別
教
室
に
つ

い
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
新

し
い
設
計
の
も
と
に
作
ら
れ
ま

す
0

・

-

給
食
室
は
補
強
コ

γ
ク
リ
l

ト
。フ
ロ
ッ
ク
造
り
平
家
建
一
棟

一
二
四
、
六

0
平
米
で
、
給
食
に

つ
い
て
は
各
階
に
リ
フ
ト
を
も
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階

建

，し

T
-F

っ
て
配
食
す
る
よ
う
な
設
備
竺

機
械
は
別
〉
と
し
て
リ
フ
ト
ポ

一

ツ
グ
ス
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

一

便
所
は
ロ

l
カ
共
広
鉄
筋
コ

一

γ
ク
リ
l
ト
造
り
三
階
建
一
一
棟
一

四
七
、
七

0
平
米
で
水
洗
式
と

一

し
浄
化
槽
に
導
い
て
処
理
す
る

一

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

講

堂

一

鉄
骨
鉄
筋
コ

γ
ク
リ
l
ト
造

一

り
平
家
建
一
棟
五
二
四
、
八

一

八
平
米
で
講
堂
正
面
に
は
ス

一…

堂
室
室
室
室
室
室
室
ジ
庫

…

テ
l
ジ
が
設
け
ら
れ
、
演
劇

一一

食
衣
工
書
導
丁
備
ト
ロ
聞

…

等
の
際
の
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な

一一

講
給
更
図
図
補
使
準
ス
食
…

一一
一一

・

ど
設
備
し
、
防
音
関
係
に

一一
明
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
…

充
分
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
ま

三
説

ナ
。

一一

E
一…

面
室
室
室
室
室
室
室
室
所
室

…

音
楽
室
及
び
楽
器
室
ハ
物
置
共
)
一

一平
庭
具
送
員
接
直
健
楽

…

補
強
コ

γ
タ
リ
l
ト
プ
ロ
ツ
一

一
=
教
家
教
放
職
応
宿
保
便
音

…

ク
造
り
平
家
建
一
棟
一
二
七

三

@

、

，

…

、
四

0
平
米
で
階
段
室
と
し

三

@
⑮
⑫
@
@
@
@
@
@
@
…

音
楽
の
指
導
に
便
利
な
よ
う
・一一

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

司

運
動
場
の
広
さ
は
約
千
八
百
坪
一
百
米
の
直
線
コ

l
ス
を
と
る
こ

で
百
五
十
米
の
ト
ラ
ッ
ク
及
び
一
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。

村

木

小

学

校

平

面

図

村
木
小
学
校
災
害
復
旧
工
事

着
工
ま
で
の
進
捗
経
過
じ
つ
い
ーで

一村木小学校透視図ー

待
望
の
村
木
小
学
校
復
旧
工
事

は
、
六
月
四
日
に
県
外
一
流
請

負
業
者
七
社
主
県
内
業
者
九
社

の
十
六
社
に
よ
っ
て
第
一
回
の

入
札
を
行
い
ま
し
た
が
、
最
高

九
千
入
百
八
十
万
円
、
最
低
八

千
百
五
十
万
円
の
入
札
と
な

ρ

た
の
で
予
定
価
額
ハ
予
算
額
〉
に

達
し
な
い
た
め
再
入
札
を
要
求

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
十
六
社

'の
う
ち
十
五
社
が
再
入
札
辞
退

の
申
出
で
が
あ
り
、
最
低
入
札

価
額
と
予
定
額
と
は
、
約
六
百

万
円
の
差
異
が
あ
る
た
め
、
一

応
設
計
内
容
に
つ
い
て
検
討
を

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
七

月
十
六
日
で
し
た
が
、
四
選
挙

区
と
も
無
競
争
と
な
り
、
次
の

方
が
委
員
に
き
ま
り
ま
し
た
。

O
選
挙
に
よ
る
委
員

高
木
源
次
会
一
ケ
〉

溝
口
哲
蔵
(
升
方
)

宮
坂
銀
太
郎
ハ
大
海
寺
新
村
〉

山
口
助
夫
(
住
吉
〉

伊
東
忠
五
郎
〈
六
郎
丸
〉

吉
田
甚
蔵
(
東
城
〉

池
上
嘉
之
吉
ハ
北
山
〉

石
崎
甚
作
〈
石
垣
村
〉

平
田
栄
吉
ハ
浜
経
団
〉

河
崎
浅
之
助
ハ
金
山
谷
〉

関
口
権
二
〈
天
神
野
新
〉

吉
井
正
男
ハ
小
川
寺
〉

大
崎
利
三
男
(
北
鬼
江
)

長
谷
川
宗
雄
〈
吉
島
)

岩
崎
忠
二
(
持
光
寺
〉

丸
本
太
一
〈
友
道
〉

岩
崎
健
正
(
升
田
〉

・高
瀬
健
作
(
蛇
田
〉

木
下
鶴
次
郎
(
鹿
熊
〉

三
吉
助
之
丞
〈
山
女
〉

西
尾
順
之
助
(
青
島
〉

大
沢
彦
一
郎
(
大
沢
)

宝

田

保

〈

印

田

)

O
選
任
に
よ
る
委
員

法
第
十
二
条
の
一
に
よ
る
委
員

(
農
協
、
共
済
組
合
が
組
合
ご

農

業

と設入円予し二し及望おを容の加
に計札に定か回てび台いそをでえ
し内業達額しの、擁をての、入る

県て容者し -とこ入出壁廃程ま部札必
、をのたのれ札日工止度ま屋を要
そ一三の差もを仕事‘しをと数打が
れ部社で異最行1=-1-を、下し及切あ
ぞ変に、が低い 5別敷げ、びりる
れ更対一約入ま 途地、仕施、と
折すし応四札しミ工の屋上設設認
衝る更最百額た、事盛上面な計め
をこ Jこ低万と。第と上展にど内た

す事社十市積の徴原るクにのま打出重
。にと三議り七し建こり、折し切さね
着請日会の千た設と l平にたるれま
工負にの提三と株にト家設。のずし
し契、同出百こ式しプの計こや、た
た約安意が六ろ会てロ建変こむ第が
次を原をあ十、社 .、ツ物更にな二
第締建得つ五予に金クをを第き回解
で結設てた万定見沢構補行二にの・決
あし株、の円価積市造強つ固い入点
り、式七での額りのとコた入た礼が
ま工会月、見内を安す γ 外札りも見

。 。つ部な規議場二農
部部名農理事会会ぎ会ど程規で日業
会会〉地者故長 ののをの則開午委
長長部 がが長と 構審 制及か前員
が 会・ あー欠 お成議定びれ十会
欠丸 (三るけ高り並決、部、時総
け 構と十決び定部会会か会 ー
た本 成由き正木つにし会委長らは会丞
と4-人助のき活た部た長員の市七-.~ 
きA 員之職ま i廊。会ぷのの互役月長ロ
まー十丞務た次 長歪 選互選 所二 在主
・た 四代は はモ任選会議十代タ叫

若 会<> <>高合県者事部部ニ農代は部郁四農代は
! 啓会会十業理事会会名政理事木..;..rt.
莱 あ長長四振者故長長〉部者故 妻役
会るが名興がが 会が源 J
伊議岩と欠溝。〉部中あ欠関 (西あ A 

東出祝日会尾22口震尾3次会
情義母S哲農政ZS秀辺三氏
一員二代叉職 人一職ま雄 二助職
'の理は 員務た 十 務

0ご賃二で造易規のなまり待 Lいも連 構簡営 度三し 慶
円、は坪一二耐格住おしとつ入よ、棟造易住ー十た野か
とー丹、戸階火は宅、たなば居完い建八耐宅般一昭にね
なーO額家十.建構簡のこ 0 りかを成よ〉戸火〈公年和竣て

功か
一日明日夕'';_'， :.:.:.:.:.~:.:.:.:.:.'.'.' ...........................:....ヱ州側 双山怜 e抑制・告 をら

急
い下
で中
お島
り地
ま区

っ
て
お
り
ま
す

験戸法 -・ と
者議第 に
)会十 ， 推
がこ ' せ
堆条伊菊宮中中大関浦寺石石杉ん

22東地本尾川崎口岡崎川田山主
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学る一治蔵一郎吉雄郎吉郎松吉〉
識委
経員

袋中水

井山口

修常徳

一松義

臨
時
市
議
会
は
去

る
十
九
日
議
場
で
開

か
れ
、

議
会
推
せ
ん

一

赤

ち

ゃ

ん

コ

ン

テ

ス

ト

を

か

ね

て

実

施

農
業
委
員
に
、
水
口

一

八
月
の
乳
幼
児
検
診
を
左
記

一

昭
和
三
十
年
七
月
一
日
か
ら

徳
義
、
袋
井
修
一
、

一
に
よ
り
行
い
ま
す
か
ら
必
ず
受

一

同
三
十
二
年
六
月
三
十
日
ま

一
け
て
下
さ
い
。

一

で
に
生
れ
た
も
の

中
山
常
松
の
三
氏
に

一

一

一

な
お
こ
の
検
診
は
北
日
本
新

一

日
時
と
場
所

推
せ
ん
す
る
こ
と
に

一聞
社
、
県
、

県
医
師
会
と
の
共

一校

下

別

一月

日

一

場

所

決
定
、
ま
た
村
木
小

一催
の
第
一
回
富
山
県
赤
ち
ゃ
ん

一片
貝
校
下
一八
月
一
日
一
小
学
校
一

一保
健
コ
ン
テ
ス
ト
魚
津
保
健
所

一天
神
グ

一

二
日
一
小
学
校
一

学
校
唆
害
復
旧
工
事

一管
内
の
第
一
次
検
診
と
併
せ
て

一
上
野
方
グ

一

五
日
一
出
張
所
一

請
負
契
約
の
専
決
報

一行
な
わ
れ
ま
ず
。

一

一

一

一

一

一

西
布
施
グ

一

六
日
一
小
学
校
一

告
が
承
認
さ
れ
た
。

一

言

一
加
積

p

一

七
日
.
小
学
校
一

二

、
受
け
る
も
の

一

一

一

一

一道
下
グ
一
九
日
一
公
民
舘
一

各
日
と
も
午
后
一
時
三
十
分
か
.

ら
午
后
四
時
ま
で
で
前
記
以
外

の
地
区
は
七
月
に
実
施
済
で
す

魚

津

市

家

畜

市

場

七

月

-aか
ら
七
月
=
+

一
日
ま
で

三
、
出
陳
品
目

一一
七
月
一
日
(
月
〉

乳
牛
一

O

和
牛
ニ

O

一

文
教
厚
生
委
員
会
ハ
市
内
視

馬

二

O

種
豚
ニ

O

一

察〉

四
、
出
陳
範
囲

一
魚
津
防
火
建
築
促
進
会
開
催

区
域
は
魚
津
市
一
円
と
し
一
全
一
百
安
〉

一

農
業
委
員
会
開
催

市
内
に
居
住
す
る
も
の
が

一一

女
教
厚
生
委
員
会
〈
市
内
視

飼
育
す
る
家
畜
で
、
出
陳

一

察
)

者
に
お
い
て
六
ヶ
月
以
上

一企

三
日
〈
水
〉

「

飼
育
し
た
も
の
で
す
。
一
見
舞
金
配
分
広
報
員
会
開
催

一
全
四
日
〈
木
〉

一

建
設
委
員
会
開
催

一

在
外
資
産
補
償
護
得
期
成
同
・

一

盟
魚
津
支
部
理
事
会
開
催

一全
五
日
ハ
金
〉

一

魚
津
た
ば
こ
耕
作
組
合
十
周

一

年
記
念
式

・

-

ー

一
全

・
六
日
〈
日
〉
一

一

防
火
曜
築
打
合
会
・
げ
に
~

一全
。
七
日
〈
月
〉

一

防
火
建
築
申
込
打
合
会

一

水
防
演
習
打
合
会

一
全

十

一

日

一

議
員
協
議
会
開
催

一

区
画
整
理
審
議
会
開
催

.

お

一
全

十
二
日

住
¥
一

第
二
回
選
挙
管
理
委
員
会

・

兆

一
全

十
五
日

野

一

水
防
演
習
実
施

/

慶

一
全

十
六
日

れ

一

建
設
委
員
会
開
催

眠

一
全

十

八

日

居

一

区
画
整
理
審
議
会
開
催
・

いい

一

魚
津
法
務
支
局
管
内
戸
籍
事

劃

一

務
研
究
会
開
催

得

一

戦
残
者
合
組
慰
霊
祭
挙
行

衆
議
院
建
設
委
員
会
専
問
官

等
火
災
復
興
視
察
に
来
市

'

全

十

九

日

.

臨
時
市
議
会
開
催

・

全
二
十
一
日

第
六
回
市
民
体
育
大
会

乳@

幼@

七月臨時市議会

二日コ
ノ、

進

よL
~え

玄
回

産

八ー

羽

二

十

三

日

家
畜
の
改
良
増
殖
の
た
め
毎
年

開
催
し
て
い
る
畜
産
共
進
会
も

回
を
重
ね
る
と
共
に
畜
産
全
般

に
向
上
北
つ
つ
あ
り
、
今
年
も

次
の
要
領
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

す
か
ら
せ
い
ぜ
い
御
出
陳
下
さ

る
よ
う
御
願
い
し
ま
す
。

要

領
一
、
期
日
八
月
二
十
三
氏

二
、
会
場

慶

野

公
営
住
宅
完
成 児@

検@

の@

診@

tと



(2) 

生
活
環
境
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
:
:

夏
の
犬
掃
除
を
-ー自国~晶

本
市
の
環
境
衛
生
は
皆
さ
ん
の

、
ノ
・
理
解
と
協
力
に
よ
り
日
々
向
上

唱
可
一
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
今

1
習
-
年
は
全
国
的
に
伝
染
病
の
大
流

月
物
一

。F
便
一
行
が
予
想
さ
れ
、
現
在
も
伝
染

年
郵
一
病
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で

U
種
一
病
気
の
発
生
を
な
く
す
る
た
め

和
三
一

昭
第
一
次
の
日
割
に
よ
り
大
掃
除
を
実

/

1
0

園
施
致
し
ま
ず
か
ら
皆
様
の
お
協

カ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
実
施
月
日
〉
ハ
実
施
区
域
V

八
月
六
日
魚
津
一
、
二
区

八
月
七
日
魚
津
三
、
四
区

八
月
九
日

八
月
十
日

下
中
島
、
上
中
島

松
倉
上
の
方
、
下
野
方

片
貝
、
加
積
、
天

神

八
月
十
一
日
西
布
施
、
経
回

道
下

特
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
こ
ろ

。
台
所
、
畜
舎
、
測
溝
、
下
水

溜
、
便
所
の
清
掃
。

O
屋
外
、
便
所
に
は
石
灰
及
び

薬
剤
の
撒
布
。

八
月
八
日

報

母

子

世

帯

調

査

!

八

月

現

在

で
ーー

日

藤
月
収
実
施

O
畳
は
直
射
日
光
で
裏
表
と
も

乾
か
す
。

O
床
下
に
は
ノ
ミ
の
発
生
防
止

の
た
め
リ
ン
デ

γ
粉
剤
等
を

撒
布
し
通
風
を
よ
く
し
て
乾

燥
す
る
。

O
家
の
周
囲
や
屋
敷
内
に
あ
る

水
溜
り
や
下
水
溝
を
清
掃
す

る。

O
大
掃
除
を
し
た
ゴ
ミ
は
焼
く

か
土
中
に
埋
め
て
下
さ
い
。

O
便
所
の
汲
取
口
を
密
閉
し
、

石
灰
や
殺
虫
剤
を
撒
布
し
て

下
さ
い
。

O
台
所
は
ネ
ズ
ミ
の
出
入
口
を

ふ
さ
ぎ
箱
や
容
器
に
入
っ
て

い
る
食
品
は
、
一
応
点
検
し

て
不
要
品
を
処
理
し
、
天
井

や
物
置
も
清
掃
す
る
。
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こ
の
調
査
の
対
象
と
な
る
母

子
世
帯
と
は
次
の
各
号
の
一
に

該
当
す
る
未
亡
人
が
世
帯
主
で

あ
っ
て
生
計
の
中
心
と
な
り
現

に
十
八
才
未
満
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
世
帯
を
い
い
ま
す
。

た
だ
し
十
八
才
未
満
の
児
童
が

主
た
る
生
計
の
支
持
者
で
あ
る

場
合
で
も
調
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

①
配
偶
者
〈
婚
姻
の
届
出
を
し

て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た

者
を
含
む
以
下
同
じ
〉
と
死

別
し
た
婦
人
で
あ
っ
て
現
に

婚
姻
し
て
い
な
い
婦
人

①
配
偶
者
が
行
方
不
明
の
も
の

①
配
偶
者
が
海
外
に
抑
留
さ
れ

て
い
る
も
の

①
配
偶
者
が
精
神
叉
は
身
体
の

障
害
に
よ
り
長
期
に
亘
っ
て

労
働
能
力
を
失
っ
て
い
る
も

の
①
配
偶
者
に
遺
棄
せ
ら
れ
た
も

の
①
未
婚
の
母

O
踊
査
の
方
法

調
査
に
当
つ
て
は
市
未
亡
人

会
が
主
体
と
な
り
、
出
張
所

及
び
当
該
地
域
社
会
の
協
力

等
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。

母

親

学

級

八
月
中
は
中
止

毎
月
火
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

し
た
母
親
学
級
を
八
月
は
中
止

し
ま
す
の
吃
御
了
承
下
さ
い
。

な
お
九
月
か
ら
の
母
親
学
級

開
催
に
つ
い
て
は
市
広
報
で

通
知
致
し
ま
す
。

県
民
体
育
大
会
(
第
一

o
g

か
レ
ハ
〆
l
w
競
技
口
当
市
で

昭
和
三
十
三
年
の
国
民
体
育
大

会
は
富
山
県
で
行
わ
れ
ま
す
が

そ
れ
に
さ
き
が
け
今
年
の
県
民

体
育
大
会
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ラ
グ
ビ
ー
競
技
が
次
の
よ
う
に

当
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
授

場

所

西

中

コ

l
ト

水
族
舘
の
催
し
も
の

水
族
舘
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
夏

の
納
涼
催
物
を
い
た
し
ま
す
か

ら
、
お
夕
食
後
の
一
と
き
、
ぜ

ひ
水
族
舘
へ
お
越
し
下
さ
い
。

八
月
十
三
日
午
後
八
時
か
ら

吠
画
の
タ
(
十
六
ミ
リ
〉

〈
雨
天
順
延
〉

「
海
底
の
動
物
た
ち
」
ほ
か

八
月
十
六
日
午
後
八
時
か
ら

「
納
涼
の
ど
自
慢
大
会
」

主

催

魚

津

市

商

庖

連

盟

浅海増殖の投石事業を

開始

道
下
漁
業
協
同
組
一

合
で
は
、
昭
和
三
一

十
二
年
度
、
浅
海
一

増
殖
の
投
石
事
業
一

と
し
て
、
八
月
上

旬
、
二
十
五
貫
石
、

四
・
六

O
O個
を

青
島
海
岸
に
投
石

し
て
道
下
名
物
、

て
ん
ぐ
さ
、
わ
か

め
の
増
産
施
設
の

拡
充
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

日
時
と
種
別

八
月
八
日
、
U

丸
日

・
中
学
校
、
教
員

二
O
日

高

校

男

女

二
五
日
一
般
男
女

ヲ
グ
ピ
l
競
技

場
所
東
中
グ
ラ
ン
ド

日
時
と
種
別

八
月
十
八
日
、
十
九
日
、

二

O
日
ハ
三
日
間
〉

高
絞
、
一
般

水
道
の
申
込
み
を
必
早
く

上
水
道
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
水
道
取
付
申
込
者

に
対
し
道
路
部
分
を
免
除
す
る
特
別
助
・成

の

受

付

を

九

し
て
い
ま
す
か
ら
こ
の
機
会
に
せ
い
ぜ
い
お
申
込
み

下
さ
い

h

期
間
八
月
十
五
日
ま
で

戸

数

七

O
O戸
に

限

る

川
(

水

道

課

〉

第
二
因
果
樹
立
木
共
進
会

入

賞

者

魚
津
市
特
産
の
り
ん
ご
と
梨
の

品
質
改
善
と
裁
培
技
術
の
向
上

に
資
す
る
た
め
、
第
二
回
の
立

木
共
進
会
は
、
長
野
県
農
試
須

坂
園
芸
分
場
並
び
に
県
農
試
砺

波
分
場
の
審
査
員
に
よ
り
厳
重

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入

出
水
に
錦
之
て
一

ケ

γ山
k
kド
¥

片
貝
川
江
口
地
先
で

水

防

演

習

水
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
と
云
わ
れ
て
い
る
と
お
り

何
時
水
魔
が
襲
っ
て
来
渇
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
当
市
で
も
昭
和

二
十
七
年
水
害
か
ら
五
年
目
に

あ
た
り
ま
す
が
、
今
年
も
出
水

期
に
備
え
て
水
害
防
除
に
万
全

を
期
す
た
め
、
去
る
七
月
十
五

日
片
貝
川
筋
左
岸
の
江
口
地
先

で
関
係
者
多
数
参
加
し
、
水
防

演
習
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

畠
山

俊

雄

富

居

庄

作

長
谷
川
宗
之

優 市梨
良長の

グ友印 賞友賞 部 P 吉相
ノ

島木

谷田宝
口村田

賞
者
が
決
ま
っ
た
。

り
ん
ご
の
部

市
長
賞吉

島

優
良
賞相
ノ
木

士
ロ
色
問

道

4
4・

e
4

・A，

伊
東

政
次

道田

本相
庄馬

長良
一作

正
男

情 健磯
作治二

一
前
回
は
魚
の
ヒ
レ
と
泳
ぎ

一

一
方
や
特
異
な
生
た
い
に
つ

一

一
い
て
研
究
し
ま
し
た
が
、

一
こ
ん
ど
は
音
声
に
つ
い
て

一

一
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

…魚
の
寄
習

魚
に
は
電
気
を
発
す
る
も
の

が
あ
っ
た
り
、
夜
発
光
し
た
り
、

体
の
い
ず
れ
か
の
部
分
に
毒
素

を
含
ん
で
い
た
り
、
腹
部
を
ふ

く
ら
ま
せ
た
り
、
音
声
を
発
し

た
り
す
る
相
当
多
く
の
奇
習
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で

水
族
館
で
観
察
さ
れ
た
も
の
を

二
三
あ
げ
て
見
ま
し
ょ
う
。

昔
か
ら
u
q

魚
の
如
く
黙
す
。

と
た
と
え
さ
え
あ
る
よ
う
に
魚

類
は
全
く
沈
黙
し
て
い
る
動
物

だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
魚

類
の
生
た
い
観
察
が
い
ろ
/
¥

と
行
わ
れ
る
に
従
っ
て
魚
の
発

音
と
発
音
器
と
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

摩
擦
広
よ
る
雪
H
H
こ
の
音
は

魚
の
骨
格
の
一
部
や
、
材
料
(
と

げ
〉
歯
等
の
体
の
堅
い
部
分
を

擦
り
合
せ
て
発
す
る
音
で
、
丁

!度
虫
の
時
き
方
に
よ
く
似
て
い

古
品
寸

Jo

-

イ
ト
ヨ
、
マ
シ
カ
サ
ウ
オ
で
は

腹
ひ
れ
の
大
き
な
材
料
で
そ
の
基

部
に
あ
る
関
節
面
を
摩
擦
し
て

小
さ
な
音
を
発
し
ま
す
。
マ
ア

ジ
で
は
胸
ひ
れ
の
も
と
の
直
ぐ

後
を
お
さ
え
た
と
き
に
、
グ
ー

グ
!
と
低
い
音
が
聞
か
れ
ま

す
。
こ
の
場
合
に
は
指
に
か
す

か
な
ひ
ょ
う
壁
ハ
ウ
キ
袋
の
ヘ

キ
〉
の
振
動
を
感
じ
ま
す
が
、

音
を
発
字
る
場
合
に
必
ず
頭
部

を
張
る
動
作
を
す
る
こ
と
か

ら
べ
咽
頭
骨
か
咽
頭
歯
の
摩
擦

に
よ
る
音
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
と
き
に
は
水
外
に

出
し
た
と
き
に
は
、
ギ
ユ

l
ギ

ュ
!
と
音
を
発
し
ま
す
。
ト
ラ

フ
グ
、
ヒ
ガ
シ
フ
グ
、
ゴ
マ
フ

グ
、
ジ
ヨ
ウ
サ
イ
フ
グ
等
の
マ

フ
グ
類
や
カ
ワ
ハ
ギ
類
で
は
捕

え
ら
れ
た
と
き
に
、
ギ
ユ
ツ
ギ

ユ
ツ
と
いよ
下
の
歯
を
擦
っ
て
音

を
発
し
ま
す
。

呼
吸
に
よ
る
菅
…1
こ
れ
は
、

.

コ
ィ
、
フ
ナ
等
が
水
面
に
顔
を

出
し
て
呼
冊
以
す
る
と
き
に
、
プ

チ
ユ
と
音
を
立
て
る
偶
然
に
行

わ
れ
る
音
で
、
暗
き
戸
と
云
え

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

.・
っ
き
ぶ
く
ろ
と
筋
肉
巳
よ
る

発
一
音

.1
こ
れ
は
魚
類
の
発
音

と
し
て
最
も
注
意
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、

魚
類
の
発
音
器

官
と
し
て
最
も
発
達
し
、
生
た

い
的
に
意
味
の
あ
る
も
の
で

す
。
こ
の
発
音
は
、
う
き
ぶ
く

ろ
の
附
属
筋
肉
の
伸
び
縮
み
の

働
き
に
よ
っ
て
、
ひ
ょ
う
壁
を

振
動
さ
せ
て
起
す
も
の
で
高
い

音
を
発
し
ま
す
。
こ
の
発
音
を

イ
シ
ダ
イ
・や
ホ
オ
ボ
オ
に
つ
い

て
調
べ
て
見
ま
す
と
、
イ
シ
ダ

イ
で
は
捕
え
ら
れ
て
暴
れ
る
と

き
や
ま
た
、
と
く
に
何
か
で
突

き
き
さ
れ
た
と
き
に
、
グ
グ
l

グ

グ

[
と
は
つ
缶
」
り
し
た
音
を

発
し
ま
す
。

ホ
オ
ポ
オ
の
場
合
に
も
捕
え
ら

れ
た
と
き
に
は
、
グ
ツ
ツ
グ
ツ

(写
真
説
明〉

・1

①
出
水
に
備
え
川
倉
の
組
立
を

準
備
完
了

①
太
こ
の
合
図
で
一
ア
に
急
防

作
業
に
取
り
か

L
3

①
蛇
か
ご
積
込
作
業

④
立
か
ご
伏
込
作
業

①
川
倉
を
投
入

①
作
業
を
完
了
し
富
山
県
河
港

課
長
の
講
評

ツ
之
よ
く
暗
き
ま
す
が
、
こ
の

発
音
の
と
き
に
は
う
き
ぷ
く
ろ

の
掻
動
を
、
胸
ひ
れ
基
部
の
後

で
っ
か
ん
で
い
る
指
に
確
か
に

感
ず
る
こ
と
か
ら
‘
う
き
ぶ
く

ろ
の
近
く
に
あ
る
咽
頭
骨
を
す

り
合
わ
せ
、
う
き
ぷ
く
ろ
を
共

鳴
器
と
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ホ
オ
ボ
オ
の
雄
は
大
戸
で
暗
く

よ
う
で
す
が
、
カ
ナ
ガ
シ
ラ
は

自
然
の
状
態
で
は
発
音
す
る
の

か
、
捕
え
ら
れ
る
と
こ
の
習
性

を
止
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
発

音
器
が
ホ
オ
ポ
オ
の
よ
う
に
充

分
発
達
し
て
い
な
い
で
聞
こ
え

な
い
の
か
、
と
に
か
く
ホ
オ
ポ

オ
と
同
じ
仲
間
の
魚
類
で
あ
り

な
が
ら
発
音
し
な
い
よ
う
で

す
。イ
シ
モ
チ
は
う
き
ぷ
く
ろ
を
振

動
し
て
高
音
を
発
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
魚
に
は
い
ろ
い
ろ
な

暗
き
芦
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

魚
の
暗
き
戸
に
は
ど
う
云
う
意

味
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、
偶
発

的
に
発
す
る
音
は
別
と
し
て
、

魚
類
の
生
活
に
大
い
に
関
係
が

あ
り
ま
す
。
即
ち
魚
が
危
験
な

と
き
に
発
す
る
警
戒
や
威
か
く

の
音
、
同
種
の
魚
が
産
卵
期

ゃ
、
群
せ
い
の
場
合
に
互
に
存

在
を
知
る
認
識
の
た
め
に
発
す

る
音
、
ま
た
同
種
聞
の
危
険
を

知
る
信
号
の
た
め
の
発
音
等
で

あ
り
、
イ
シ
ダ
イ
や
ホ
オ
ポ
オ

の
発
す
る
音
は
全
く
瞥
戒
音
で

す
。こ
の
魚
類
の
発
音
に
性
別
が
あ

る
か
ど
う
か
と
云
ラ
こ
と
は
雌

雄
分
化
の
存
在
は
れ認

め

に

く

く
、
ホ
オ
ポ
オ
の
場
合
で
も
は

っ
き
り
と
断
定
し
が
た
い
。
ま

た
こ
れ
ら
の
こ
と
は
水
中
に
お

け
る
発
音
機
構
の
困
難
な
た
め

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
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